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　子供のころ、先生や親
によく怒られていました
「整理整頓！」。今でも
社員に怒られていますが
…。

　１９９３年に中公新書『超整理法』という
本が出ました。「これはいいぞ！」って、本
を読みきらないうちに会社で実施しました。
書類を角二サイズの封筒にいれ、封筒に日付
と標題を書いて、並べる。取り出して使った
書類は並びの一番手前に置く、というルール

が『超整理法』が説くところ。よく使う書類
は手前のほうに集まり、使わない書類は奥に
残ります。いつごろ使ったかはけっこう覚え
ているもので、書類を捜すのは苦になりませ
ん。どんな資料もここのどこかにある、とい
う安心感もあり、奥のほうの使わなくなった
書類を処分するのに何のためらいも無くなり
ます。処分は年末の大掃除の楽しみにしてい
ます。この並び順が『超整理法』のポイント
なのです。なお、当社では幅半間（90cm）の
本棚４段ほど使っています。

　ウィンドウズの母体であるＭＳ－ＤＯＳ
（エムエス－ドス）のＤＯＳは〝ディスク・
オペレーティング・システム〟の頭文字、
ディスクをもサポートする基本プログラム、
という売り文句なのです。８０
年代のはじめですね。このディ
スクというのはフロッピー・
ディスクです。８吋（インチ　
直径約20cm）のを２枚入れて、

ワープロ、表計算などをやってました。フ
ロッピー・ディスク１枚で０・１の信号を約
八百万個（１メガバイト）記録します。全部
を漢字のコードにすると５０万字分、原稿用
紙にして１２５０枚、書き下ろし小説ならば
１００本も入ります。あなどれません。
　８０年代半ばに初めて自分用のパソコンを
購入したときは、ＭＳ－ＤＯＳのバージョン
も３で、ハード・ディスクをサポートしてい
ました。その容量はフロッピーで１０枚分
（１０メガバイト）です。あまりの大きさに
感激し、バックアップ用にフロッピー１０枚
（サイズは３．５吋）をあわてて購入しまし
た。それでもデータの保存はフロッピーでし
た。というのもハード・ディスクにはワープ
ロ・ソフトや表計算ソフトのプログラム用に
していましたから。

　ウィンドウス用のパソコンを購入したとき
のハード・ディスクは５００メガバイト。思
わず「どう整理するんだよ…」と口をついて
出てきました。データやプログラムのファイ
ルを整理して格納するフォルダ（当時はディ
レクトリ）をどのように構成するか、ずいぶ
ん思案しました。仕事のプログラムのファイ
ルを入れるフォルダ、経理のデータを入れる
フォルダ、本の原稿を入れるフォルダ、学校
の成績簿や教材のデータを入れるフォルダ
…。

　現在使っているパソコンのハード・ディス
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クは１０ギガ（＝１００００メガ）バイト。
２０倍です。やはりフォルダの構成は試行錯
誤の連続です。そこで、整理のつかないデー
タのファイルを放り込んでおくフォルダをひ
とつ設けました。ウィンドウズでは（ＭＳ－
ＤＯＳもそうですが）ファイルの中身を最後
に書き換えた〝更新日時〟を記録していま
す。フォルダを開いて［表示］を［詳細］に
して［更新日時］で並べ替えます。古い日付
のファイルから中身をチェックのうえ削除し
ています。『超整理法』的でしょう。

　でもちょっと違うのです。ファイルを開い
て中身を見てそのまま閉じた場合は更新日時
はそのままです。何も書き換えていませんか
ら。必要があって見たのに並べ替えても古い
日時のまま。『超整理法』的には一番手前に
きてほしいのですが。

　ウィンドウズ経験（ＸＰ）になると、アク
セス日時で並べ替えができます。アクセスと
は開くこと。最後に開いた日時で並べられ
る、占めた！　と思いきや、アクセスするの
は私だけではないのです。定期的にウィル
ス・チェック・ソフトがアクセスするので、

その日時がアクセス日時。これでは『超整理
法』にはなりません。全部のファイルがほぼ
同じアクセス日時になりますから…。

　そうそう、ウィルス・チェックってかなり
時間がかかります。そりゃハード・ディスク
の容量が大きくなった分たくさんのファイル
を保存しますから当たり前です。ファイルの
バックアップも同様です。ですからファイル
を整理したいですよね。大きくなればなるほ
ど何を保存しているかわからなくなりがち。
インターネットに常時接続でもしていようも
のなら、ハッカーの美味しいターゲットで
しょう。保存している方が何を保存している
か忘れちゃっているなら、盗まれてもわから
ない…。
　パソコンを立ち上げたときデスクトップの
画面はきれいですが、ハード・ディスクの中
はごちゃごちゃ。どうもウィンドウズはそれ
を推奨しているようで…、というかノイマン
型コンピュータ（*1）の宿命かも…。

　先日呑み屋での知人の愚痴。「うちのカミ
さんは部屋の整頓はするけど、整理がな。見
た目では綺麗に片付いているんだ。でもよ、
実は隠しているだけなんだ
な。どこに何があるやら、肝
心なものがイザという時には
…」と、ぼやいていました。

せい‐り【整理】
・乱れた状態にあるものをととのえ、秩序正しくすること。「論点を―する」「書庫の―」「交通―」
・不必要なものを取り除くこと。「無駄な枝を―する」
・〔法〕株式会社が支払不能または債務超過に陥るおそれのあるときなどに、再建のために、商法に従い裁判所の
監督の下に行われる手続。

せい‐とん【整頓】(「頓」も整う意)
・よく整った状態にすること。きちんとかたづけること。「机の上を―する」

【広辞苑】
*1　６０年ほど前ノイマンさんが提案したデータもプログラムも同等とみなして記憶する方式。画期的なアイディア

であったし、特許を開放したこともあって、今ではどんなコンピュータもノイマン型です。


